
１０．通過センサの応用 

 

川末剛 竹内望 

 

１．研究概要 

通過センサについて調べ学び、今迄授業で

習ったプログラミング技術や工作技術を使っ

てモノづくりを体験する。 

 

２．研究の具体的内容 

 どのようなものを作るか考える。壊れた

ピンボールゲームを見つけたのでそれを改

造することにした。 

・通過センサを使ってゴールに反応させる。 

・その反応をカウントし 7 セグメント LED で

表示する。 

はじめに通過センサについて詳しく調べて

みた。そしてまず使おうと思ったのが、赤外

線センサだった。赤外線センサは二つのタイ

プに分かれていた。動作原理により、熱型と

量子型の 2 種類に分けられる。 

・熱型赤外線センサ           

赤外線を受光して熱によってセンサが温め

られ、素子温度の上昇によって変化する電

気的性質を検知する。感度、応答速度は低

いが、波長帯域が広く常温で使えるのが特

徴。熱起電力効果を原理としたサーモパイ

ル、焦電センサの PZT、温度変化による電

気抵抗の変化のサーミスタ、ボロメータな

どがある。 

・量子型赤外線センサ          

光エネルギーによって起こる電気現象を検

知する。検出感度が高く、応答速度に優れ、

熱型センサより 100～1000 倍の検出能力を

持つが、動作温度が低いために冷却する必

要がある。フォトダイオードやフォトトラ

ンジスタ、フォト IC などがある。 

この二つのタイプの中で動作環境やサイズ

反応速度から、フォトＩＣを使うことに決

めた 

↑こちらがそ

のフォトＩＣ

である  
 

次にＰＩＣに

プログラムを

打ち込んだ。 

このＰＩＣを

フォトトラン

ジスタに接続し、動作確認をして 7 セグメン

トＬＥＤに表示するようにした。 

 

３．研究のまとめ 

フォトトランジスタのような通過センサに詳

しくなることができた。 

ＰＩＣが二年生の時に授業で習っていたがう

まくいかなかった。復習にはなった。 

自分たちで①から計画し、実行する難しさを

学んだ。 

完成することができなかった。 

だが、学んだことは多いのでよしとしよう。 


